






れている。力強い経済発展は ASEAN を世界で最もダイナミックな地域へと押し上げてきた。2007 年以
来、世界経済の年間平均成長率は 3.3% であったのに対し、ASEAN では 5.1% を記録した。経済成長に
よって人々の生活水準は向上し、1991 年から 2013 年の間に、8300 万人の労働者が貧困から脱却し、中
流階級へと移行した。また、3 億人の労働力、増大する消費市場及び拡張するインフラ・ネットワーク
に魅せられて、ASEAN は、世界で最も外資が流入する地域の一つとなっている（国際労働機関（ILO）
/ アジア開発銀行（ADB）、ASEAN Community 2015: Managing integration for better jobs & shared 













120 台あったバスは 2010 年には 77 台に減少。人々の「バス離れ」も進み、バイクや自家用車の利用が
増えた。2002 年には 760 万人だったバスの利用者数は 2009 年には 285 万人と半分以下に、公共交通の
利用率は 4％にまで減り、バス公社はその経営維持が困難な状況になった。
　老朽化したバスを交換し、バス運行本数を回復させる手立てが必要となった。ラオスから要請を受







　埼玉県川越市のイーグルバス社は、2014 年 11 月、自社の経営改善ノウハウをこのバス公社に活かせ










































































は相手国の culture の理解などを前提として、ASEAN と日本との相互理解をいかに深めるかと
いう視点が重要になる。
　③　 教育や文化の理解の重要性とともに、その底辺において国やコミュニティの環境への配慮が重
要である。上記のラオスにおける交通渋滞、大気汚染などの社会的問題は隣国のベトナムでは
なお一層深刻である。
　ベトナムでは企業の環境への配慮に関して、国営企業がその遵守度合いが低いということがいわれ
ている。急速な経済成長、人口増および魅力的な投資先としての結果の大規模開発などの影響で、ベ
トナムの環境汚染や自然環境問題が表出し始めている。たとえば、水環境の悪化が最も深刻な環境問
題のひとつである。都市部の人口集中による生活排水や、未処理の産業排水、河川や運河などに廃棄
される廃棄物などがその原因である。河川上流部の水質はまだ良好であるものの、下流部の汚染は都
市部及び工業地帯において深刻である。また、ベトナムの大気汚染は都市部を中心として急増するオー
トバイや自動車の排気ガスによるもの、産業活動などによるものに分けられる。ベトナムの交通はモー
ターバイクの割合が圧倒的に高く、登録車両の約 9 割を占める。しかもこれらの多くが旧式なバイクで、
排ガス基準を満たしていないといわれている（豊澄智己・金原達夫・村上一真「日系多国籍企業の発
展途上国における環境経営の実践に関する一考察」pp.125-126 参照）。
　本年報に掲載されているマシュー・アレン教授の「オーストラリアから見たメコン地域のビジネス
と文化」においても、オーストラリア企業のラオスでの「企業としての振舞い方」を事例とともに示
している研究である。マシュー・アレン教授が事例とともに強調されているのは、進出国における進
出企業の環境リスクマネジメントの重要性であり、かつての滋賀商人の企業ビジョンである「三方よし」
（売り手よし、買い手よし、世間よし）から、環境への配慮をさらに付加させた四方よし「売り手よし、
買い手よし、世間よし、そして環境よし」の重要性である。
